
ライヨールナイフのデザイン性は、その発祥の地であるライヨール村の自然から生まれたものであり、その村の
人々にとって、故郷の生活文化を象徴するもののひとつです。具体的には以下のような特徴があります。

Forge de Laguiole はライヨールナイ

フの原産地ライヨール村で、部品から組立

までアトリエ方式で一貫生産している唯

一のメーカーです。その証明として、フラン

ス 特 許 庁 が 公 認 し た「LAGUIOLE 

ORIGINE GARANTIE」の刻印を刃身の

根元に刻むことが出来るのは、この

Forge de Laguiole だけ。

ライヨールナイフの歴史と伝統を継承す

る唯一のメーカーです。

そんな正真正銘、本物の「Forge de 

Laguiole（フォルジュ・ド・ライヨール）」

のライヨールナイフを、弊社では各種取り

揃えております。

商品のラインナップに関しましては、リ

ニューアルした弊社ホームページで紹介

しております。是非、ご覧ください。

「LAGUIOLE」と書いて、皆様はなんて

読みますか？ラギオールと読む人が多いこ

とでしょう。けして間違いではありません。

実際にフランスでもそのように発音する人

もいるそうです。でも、本当はライヨールと

読むのが正しい読み方です。ライヨールと

は、フランスのアヴェロン県にある、酪農と

鍛冶で栄えた小さな村の名前で、19世紀

初頭にライヨール村の鍛冶屋が村の牧童

たちの為に作ったナイフがライヨールナイ

フの起源です。そして、この地方の若者が

放牧のできない冬の間、出稼ぎでパリのカ

フェなどで働く際に自前のポケットナイフ

を使い、その切れ味、使いやすさが評判を

呼び、各地に普及し、「ライヨール」という名

前がソムリエナイフの代名詞となったので

す。ですが、そのような出稼ぎが増えるにつ

れ、ライヨール村は過疎化が進み、皮肉に

もナイフ製造が衰退していきました。逆に、

各地に普及したライヨールナイフは、他の

ナイフ生産地で盛んに作られるようになり

ました。先に述べました、SCIP社のシャトー

ラギオールなどは、同じフランスでもティ

エールという町で作られています。そのよう

な状況の中で、ライヨール村のナイフ生産

の火を消さないようにと力を注いだのがラ

イヨール社「Forge de Laguiole（フォル

ジュ・ド・ライヨール）」なのです。つまりは、

ライヨール村で、ライヨール村の職人が

作っているライヨールナイフは「Forge de 

Laguiole（フォルジュ・ド・ライヨール）」の

ナイフだけなのです。

つい先日、先進国首脳会議が北海道は

洞爺湖で行われました。いわゆる「洞爺湖

サミット」です。会場は「ザ・ウインザーホ

テル洞爺」。そしてメインダイニングはフラ

ンス・ライヨール村、ミシュラン三ツ星レス

トランである「ミッシェル・ブラス」の唯一

の支店である「ミッシェル・ブラス・トーヤ・

ジャポン」でした。

このミッシェル･ブラスのレストランで

愛用されているカトラリーは、彼の故郷で

造られたナイフメーカー「ライヨール社」

の逸品。実弟のジョセフ・ブラス氏はライ

ヨール社の工場チーフだそうです。

よく同じ「LAGUIOLE」のスペルを持

つ、ソムリエナイフで有名な「シャトー･ラ

ギオー

ル」と比

較されるこ

とが多いで

すが・・・、ティ

エールという産

地で現在、造られ

るSCIP社の「シャトー・ラギオー

ル」とは異なり、上記のライヨール

村で今でも一人の職人が一本のナイフ

を最後まで造り上げるという匠の技を持

つブランド「フォルジュ・ド･ライヨール」。

そんな「ライヨールナイフ」の歴史と特徴

を、ほんの少し、紐解いてみます。

INFORMATION:

「ライヨール」と「ラギオール」

LAGUIOLE ON SALE
伝説のナイフ「ライヨールナイフ」
販売開始致しました。

歴史と伝統、そしてオリジナル

○ナイフの刃の根元に付いているシンボルマークはミツバチです（※1）

○細身の刃の形は、この地方に生育する木の葉の形です

○流れるようにカーブしたハンドルの形は、この地方で飼われている羊の後脚です

○ハンドルにデザイン的に打ち込まれている３つの金属のドットは、水滴あるいは星をイメージしています

○その３つのドットの中の、中間にあるドットには、更に小さな６つのドットを足して十字架をデザインしています（※2）
※これは、その昔、牧童が牛の放牧の為に数ヶ月間、山小屋（ビュロン）で生活をしなければならず、その間は村の教会に行けないため、
　ライヨールナイフの刃を地面に刺して、この十字架に祈りを捧げたと言われています。 ※1_シンボルマークのミツバチ ※2_ドットで十字架のデザイン

ライヨールナイフの特徴
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